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開 会 宣 言　　〈帯広東ＲＣ第1722回例会〉
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ロータリーソング

我等の生業

ビジター紹介　加藤　雄樹 副会長　　省略

会長挨拶� 池田　誠　会長

　皆様、こんにちは。

　とかち帯広でも桜の開花が始まり春を

告げる季節となってきた中で、昨年新型

コロナウイルスの影響で中止となりまし

た、第６分区の新旧会長幹事会が北海道

ホテルにおいて開催され、今年度の活動

報告をさせていただきました。

　今年度を振り返るのにはまだ２ヶ月ありますので時期尚早

ですが、皆様の前で会長挨拶をさせていただくのは今日を含

め後７回となってしまいました。

　帯広東ＲＣの会長として残りの挨拶は出来るだけコロナの

話ではなくご挨拶をさせていただきたいと思います。

　話は変わりますが、昨日の勝毎の記事で帯広南ＲＣの創立

30周年記念式典が開催されたと言う記事が掲載されておりま

した。帯広南ＲＣ創立30周年は昨年でしたが、新型コロナウ

イルスの影響で今年度に延期をしていましたが、今年度もコ

ロナの影響で中止とのご案内をいただいておりました。

　１年越しの開催となりましたが予定通りに事業がすすめら

れたとの事でうれしく思います。

　さて、年間のプログラム予定で行きますと、５月６月は夜

間例会を３回予定していましたが変更しなければならない状

況に思えます。しかし、ロータリーの目的の一つでもありま

す、親睦を大切にした例会運営を考えていきたいと思います

ので、皆様のご協力をお願いいたします。

　また、６月１日の例会には柴田博美ガバナー補佐公式訪問

が予定されております。柴田ガバナー補佐も今年１年大変苦

労されてきたところですが、最後の公式訪問例会となります

ので、多くの皆様の例会出席をお願いいたします。

　最後になりますが、本日のプログラムは板倉会員、大塚会

員、加藤武志会員の連吟で、杜甫（とほ）の代表作「春望」（春望）

を吟じていただけるという事ですので楽しみにしております。

詩の内容は後でご説明いただけると思いますが、ものすごく

元気をいただけるのではないかと思いますので、よろしくお

願いいたします。

　まとまりのない挨拶になりましたが、以上、会長挨拶とさ

せていただきます。ありがとうございました。

会務報告� 大塚　正昭　幹事

①�次年度第１回クラブ協議会開催のご案内

　日　時　　令和３年４月23日（金）　午後６時30分

　場　所　　ホテル日航ノースランド帯広

　出席義務者：�役員・理事・委員長・入会３年未満会員

②�帯広北・帯広東・音更　３ＲＣ合同例会開催のご案内

　～十勝ロータリー奨学会　奨学金支給式～

　日　時　　令和３年４月28日（水）　午後０時30分

　場　所　　ホテル日航ノースランド帯広

　※�帯広北ＲＣ、４月23日（金）の繰下げ

例会と致します。

　　�帯広東ＲＣ、４月27日（火）の繰下げ

例会と致します。

③・�帯広西ＲＣ、４月29日（木）は祝日の

ため休会と致します。

　・�帯広北ＲＣ、４月30日（金）は休会と致します。

　・�帯広南ＲＣ、５月３日（月）は祝日のため休会と致します。

　・�帯広東ＲＣ、５月４日（火）は祝日のため休会と致します。

　・�帯　広ＲＣ、５月５日（水）は祝日のため休会と致します。

④帯広北・帯広東・音更　３ＲＣ合同事業開催のご案内

　・・・ヤマメ稚魚放流事業（雨天決行）・・・

　日　時　　令和３年５月16日（日）　午前10時 現地集合

第1722回例会　（令和３年４月20日㊋　於 ホテル日航ノースランド帯広）

第2500地区　第６分区

帯広東ロータリー・クラブ会報
【2020－2021年度】

会長／池田　誠　 幹事／大塚　正昭　会報編集 メディア委員長／山口　信博

■創　立：1984年６月15日　　■認　証：1984年６月18日　　■例会日：毎週火曜日 12：30～13：30
■事務局：〒080－0013 北海道帯広市西３条南９丁目 帯広経済センタービル４Ｆ ℡（0155）25－7347　■例会場所：ホテル日航ノースランド帯広 ℡（0155）24－1234

【2020－2021年度 国際ロータリー会長テーマ】
ロータリーは機会の扉を開く



　場　所　　音更町宝来本通１丁目（十勝新橋下流側）

　持ち物　　�マスク／長靴／消毒液／手拭用ウエットティッ

シュ等　※お弁当持帰り

　※�帯広北ＲＣ、５月14日（金）の繰下げ例会と致します。

　　�帯広東ＲＣ、５月18日（火）の繰上げ例会と致します。

委員会報告� 各委員会

ニコニコ献金� 白間　勝美　会員（親睦活動委員会）

出席報告� 加藤　武志　会員（出席委員会）

　皆さんこんにちは。本日の出席人数は40名中29名73％とな

っております。有難うございます。

プログラム� 加藤　武志　委員長（出席・プログラム委員会）

　皆さん改めまして、こんに

ちは、本日は出席・プログラ

ム委員会担当ということで、

これからお時間をいただきま

す。私の趣味でもあります詩

吟について少しお話をさせて

頂きます。

　後に板倉会員と大塚幹事と

私加藤武志の三人で連吟をし

て締めたいと思います。詩吟について、漢詩、和歌、俳句な

どに独特の節回しをつけて、歌うとは言いません、吟ずると

いいまして、吟道と申します。

（中略）

　詩吟は歌うとは言われず吟ずると言われ、その違いは歌、

民謡などは作曲家などによって言葉そのものに節がついて楽

譜や音符がついてますが、詩吟は言葉の後の余韻に節が付き

ます。しかも、です抜きの御音感、いん旋律、和音ですね、

余韻の変化によって詩の聴感を表現するものであります。さ

らに吟せいとは腹式呼吸でさいかたんれいよりほとばしるこ

えである、と教えられおります。体を管楽器のように使い体

全体で声を出すんだという風に教えられています。

　きっかけは、20年前ここノースランドホテルで知人の結婚式

で披露宴で初めて聞いた、５７５７７の和歌と漢詩の入場時に

聞きましてはじめました。一曲吟じます。本日、皆様のお許し

をいただいて、今から１３００年前の杜甫の春望を吟じたいと

思います。板倉会員、大塚会員宜しくお願いいたします。

　春望、杜甫を吟じます。

【盛唐の詩人、杜甫について】

代表作「春望」を板倉会員・大塚会員・加藤武志会員

３名で連吟

閉会宣言� 加藤　昭治 ＳＡＡ

点　　鐘� 池田　誠　会長

〈短縮例会〉お弁当持ち帰り

次回プログラム予定�

令和３年４月28日（水）　「３ＲＣ合同例会」担当：音更ＲＣ

※４／27（火）の繰下げ例会


